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の 4 名から提出されたレポートを得津がまとめ直すという形で執筆された。  
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１．  はじめに  
2020 年に世界中を襲った新型コロナウイルス感染症拡大の混乱は、日本でも多
くの大学は 4 月から予定されていた新学期の開始を遅らせ、授業は全面的にオン
ライン化されることとなった。東北大学法科大学院でも、4 月 8 日に予定してい
た新学期の開講を 20 日に遅らせ、全授業のほか個別履修指導といったガイダン
ス類も含めてオンラインで実施することとした。さらに 4 月 16 日に緊急事態宣
言の対象が所在地たる宮城県を含む全国に拡大したことを受けて自習室を含む施
























巻 1 号（2013）27 頁。司法試験に限らず、論述式試験や口述試験のある資格試験において
仲間との勉強会が有用であることについて乾喜一郎「資料 2・大学院が社会人学習者から選
ばれる教育機関となるために」中央教育審議会大学分科会大学院部会第 95 回（2019 年 9 月
























２．  例年の取り組み―2017 年度の未修者教育の改革―  
まず、コロナ禍以前に東北大学法科大学院が実施していた「勉強会」への支援
プログラムを説明する。これは、2017 年度の 4 月期に開始したものであり、未修
コース 1 年生（東北大学法科大学院では L1 と表記する）を対象に、3 つ程度のグ




は原級留置者を含め 18 名程度であるので、1 つあたり 6 名程度が割り振られる
ことになる。  
この企画は、2016 年度の L1 学生の進級率が大幅に低下したことに起因する
（【表 1】参照）。東北大学法科大学院の L1 の 2 年次（既修コース 1 年目と総称
して L2 としている）への進級率は、従前、7 割程度（6～8 割の間を推移してい
た）であったところ、入学定員を従前の 25 名から 20 名へと削減した 2014 年度
から 5 割程度にまで落ち込み、2016 年度は 14 名中進級できたのはわずか 3 名、
 
3 中室牧子『「学力」の経済学』（ディスカヴァー・トゥエンティワン・ 2015）62－73 頁参
照。  
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進級率は 21.4％となってしまった。うち 1 名は原級留置者であったため、2016 年
度入学者に限定すれば 12 名中 2 名しか進級できないという状況であった。  
 
【表 1】東北大学法科大学院 L1 学生進級率 4 
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【表 2】東北大学法科大学院 L1 生自習時間










実施をお願いするという方向で結論が出た 5。  
その後、実際にオフィスアワー担当修了生の先生方と相談し、2017 年度は以下
の 4 つの企画を実施した。①L1 学生を 3 つに分け、それぞれのグループ（5 名程









題の解き方についてのセミナーの開催（「事例問題検討の方法」 6）。  
以上の 4 つの企画は、学生のアンケート結果はいずれも好評であった。そして、












いて中田裕康ほか「座談会・平成の法学教育」法律時報 91 巻 9 号（2019）88 頁〔中田裕
康〕。  
6 同企画は、読売新聞（宮城）2017 年 12 月 22 日朝刊 29 頁「司法試験合格増に全力」（宇
田和幸）で紹介された。  















〔Learning Management System〕）を用いて告知した（TKC は学生からの情報発





このうち最も機能したのは②新入生と在学生の Zoom ミーティングである 8。参
加任意のイベントであるにもかかわらず、38 名の学生が参加した。これは、在学













聞でも報道された。河北新報 2020 年 4 月 24 日朝刊 3 頁「困窮学生らへ 4 億円支援」、河北
新報 2020 年 5 月 20 日朝刊 21 頁「給付型の奨学金  学生 3581 人に支給」。  
8 新入生と在学生の Zoom ミーティングの内容については、東北大学オンライン授業グッド
プラクティス・ウェブサイト（http://onlg.cds.tohoku.ac.jp/practices/48.html）参照。  


















４．  2020 年度の修了生オフィスアワー特別回の内容  
２．で紹介したように 2019 年度までは、未修者を対象に法科大学院での勉強
の仕方、予習のやり方や勉強会の開催方法などを学ぶ修了生オフィスアワー特別





画を、既修者コースの 1 年生を含む L2 生にも実施することにした 9。  
オフィスアワー担当修了生とオンラインで、Zoom や Meet の利用法を確認し
ながら、その内容を相談した。その結果、L1 生については従来通り法律基本科目
の刑法の第 2 回の予習、L2 生については法律基本科目の基幹刑法の第 2 回の予
習を素材にすることとし、L1 生については 3 つのグループ、L2 生については 8
つのグループに分けて少人数のセミナーを実施することにした。L1 についてはオ
フィスアワー担当修了生の中で未修コース出身の 3 名の修了生が担当し、L2 に











（1）  未修 1 年次（L1）学生向け修了生オフィスアワー特別回の内容  
L1 向け修了生オフィスアワーの特別回の参加者数は 11 名であり、L1 全学生



















と考えている 10。  
 
 
【表 3】L1 学生出席率  
 








・  法科大学院での勉強の仕方等一般について（50 分程度）  
- 司法試験の科目や日程等  
- 法科大学院で身につけるべき能力は  
- 教材の選び方  
- 自主ゼミ  
- オフィスアワーの利用の仕方  
- 法科大学院における予習復習の仕方  
- 法的三段論法  
- 定期試験対策   など  
・  刑法の予習の仕方（40 分程度）  
- 刑法の勉強の仕方  




・  法律の適用例について（刑法を素材に）  
・  法的三段論法について  
・  教科書の読み方について  
・  勉強会の進め方について  




・  学生の自己紹介  
・  弁護士作成の資料を基に勉強の仕方、予習ゼミの疑似体験  
- 一般的な勉強の仕方  
- 「評価対象の摘示→規範定立→事実の評価→結論」  
- 勉強会について  
- 予習ゼミの疑似体験  




















得という自身の喫緊の課題から目を逸らしているという問題があった 12。  




認されている（【表 4】参照）。  
 
 




するものとして西内康人「事例問題の特徴」法学教室 477 号（2020）41―42 頁参照。  






東北ローレビュー Vol.8 (2020. November) 
コロナ禍での勉強会の試み 
（赤石圭裕・都築直哉・松村幸亮・丸崎潤也・得津晶） 116 
【担当修了生 A】  
・  法科大学院での勉強の仕方等一般について（20 分程度）  
- 教材の選び方  
- 自主ゼミ  
- オフィスアワーの利用の仕方  
- 法科大学院における予習復習の仕方  
- 法的三段論法  
- 定期試験対策       など  
・  刑法の予習の仕方（50 分程度）  
- 刑法の勉強の仕方  
- Ｌ2 基幹刑法第 1 講「正犯と共犯」を題材とした、法科大学院における
予習の仕方  
 





・  Ｌ2 としての刑法の学習方法について  
・  勉強会の進め方について（特に，相互に文章を添削し合うべきことについ
て）  
・  刑法第 2 回の授業内容について（但し，触れる程度）  
 
【担当修了生Ｃ】  
・  学生の自己紹介  
・  弁護士作成の資料を基に勉強の仕方、予習ゼミの疑似体験  
- L2 で求められる法律学のレベル（事案の処理）  
- 一般的な勉強の仕方  
- 「評価対象の摘示→規範定立→事実の評価→結論」  
- 勉強会について  
- 予習ゼミの疑似体験  




















量はなく、東北大学と Google 社との G Suite 契約に基づき、Google 上の Classroom
にアップロードすることとなり、今年度は、プラットフォームが従来の TKC か
















関係にある Microsoft 社の Teams であり、東北大学が利用している Google 
Hangouts Meet13や法学研究科・法科大学院が利用している Zoom の利用は普及
 
13 なお、東北大学では 2020 年後期から、Meet の機能制限（人数制限、録画動画のダウン






には、学生に Teams を利用させるのではなく、担当修了生に Zoom あるいは Meet
の利用をお願いすることになった。今回の企画の打ち合わせとして、Zoom で担
当修了生と副院長とで Zoom や Meet を用いたミーティングを行うことで、担当
修了生に Zoom の利用法を習熟していただいた。もちろん、2020 年 9 月現在にお
いては、仙台市の若手弁護士にとって Zoom の利用の習熟はもはや当然のことと
なっており、将来、同じ課題が発生することはないと思われる。  
また、2020 年 4 月は、前述のように Zoom は教育機関のアカウントを有してい
























ロード制限）がなされ、他方で、2020 年 7 月から Microsoft 社とのライセンス契約が発効し
たことから、オンライン授業のアプリケーションとして Meet から Microsoft Teams への変
更がなされた。  






６．  担当修了生からのフィードバック  

















































は低率にとどまっている。L1 生からは 7 件、L2 生からは 18 件と回答率は 30％
半ばと低率にとどまっている（【表 5】参照）。  
 
【表 5】アンケート回収率  
 
（1）  未修 1 年次（L1）学生からのフィードバック  
L1 学生のうちアンケート提出に協力してくれた学生は全員 2020 年度入学者
（新入生）であり、オフィスアワー参加者であった（【表 6】参照）。  









































































【表 9】前期期間の勉強会開催実績（L1）  
 
次いで、「これから学生同士での自主的な勉強会（オンライン・対面いずれでも



























【表 10】今後の勉強会開催の予定（L1）  
そのほか修了生オフィスアワー特別回に関する自由記載欄には以下のような回
答があった。  
























東北ローレビュー Vol.8 (2020. November) 
コロナ禍での勉強会の試み 
（赤石圭裕・都築直哉・松村幸亮・丸崎潤也・得津晶） 125 
（2）  既修 1 年次・未修 2 年次（L2）学生からのフィードバック  
L2 学生の中でアンケートを提出してくれた学生は 18 名であり、修了生オフィ
スアワー特別回に参加しなかった学生も 2 名提出してくれた。また、出身大学は
東北大学とそれ以外の大学とが 50％ずつであった（【表 11】参照）。  
欠席理由は、「内容から判断して自分には必要ないと思った」と「通信環境の不
良」が 1 名ずつであった。前者は、L1 からの進級学生の中で、（対象科目である
刑法については）すでに勉強会を開催しているため欠席する旨の申し出もあった
ところであり、L1 から進級した L2 生のうち、既に勉強のサイクルにのっている
学生はこの企画のメインターゲットとならないことが認識できた。  
 







L2 にまで拡大させてもよいのではないかという方向に議論が進んでくる。  
 





































を実施しましたか？」という質問には、18 人中 12 名が勉強会を実施した（うち
1 名は対面式で実施した）と回答した（【表 14】参照）。在学生への聞き取り調査




（今回の調査では 9 名中 6 名が前期期間中に勉強会を実施したと回答）とは異な
り、東北大学以外の大学出身者は、全く新しい人間関係の中、完全オンライン化
で勉強会を開催できるようなネットワーキングができないのではないかという点
が心配されていた。しかしながら、東北大学以外の大学出身の L2 生も 9 名中 5























【表 14】2020 年前期勉強会の開催実績（L2）  
 
「これから学生同士での自主的な勉強会（オンライン・対面いずれでもよい）






























・  予習・復習・自主ゼミのやり方  
・  オフィスアワーを利用するイメージが湧きやすくなった点。顔見知りの学
生がやや増えた点。  
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・  グループ内で勉強会を組むきっかけになった  
・  予習の仕方を教えてもらえたこと。  
・  周囲の学習の状況を聞けて、自分と比較し危機感が持てた  
・  勉強会のやり方を細かく教えていただけた  
・  予習・復習・自主ゼミのやり方  
・  勉強方法に関する情報などが得られた。  
 



























14 中室・前掲注 (3)文献 66－67 頁、70 頁には、レベルの高すぎるグループに無理に入れる
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ういう形で勉強会をすすめるのがいいのかについても調査・検討を進めるべきで
あろう。  
 
ことや問題を抱える子どもを放置しておいた場合の負のピア・エフェクト、習熟度別学級に
した場合に子どもの学齢が低いと格差が拡大し平均的な学力も下がってしまうことなどが指
摘されている。  
